
- 1 -

《Win書庫V4.1アップデート説明書・V4/V3.2》 2017.8.1版

この説明書は、Win書庫V4・V3.2を運用しているコンピュータに、V4.1をインストー
ル後、旧バージョンの運用データをV4.1形式に変換する手順を説明したものです。

変換できる旧バージョンのデータは、V4.0とV3.2です。

V4.1インストール作業で旧バージョンを検出すると、次の表示があります。

上記画面で＜はい＞を選ぶと、インストール作業が完了後、自動的に変換プログラムが
実行されますが、＜いいえ＞を選ぶと、変換プログラムは自動起動しません。

インストール作業後に、手動で変換プログラムを起動する場合は、書庫V4.1インスト
ールドライブの WS41￥Bin フォルダーにある次のファイルを実行して下さい。
（変換する旧バージョンにより、使用するファイルが異なることに注意して下さい。）

ws41syosiconvert.exe V4データを変換

ws41syosiconvert32.exe V3.2データを変換

１．変換プログラムを起動

書庫V4データを変換する場合、次のメッセージボックスが開いたら必ず
＜はい＞をクリックして下さい。

＜はい＞を選ぶと、書庫V4のいくつかのデータフォルダーが、WSYOKODATフォ
ルダーからWSYOKOGYOフォルダーに移動します。

これは、書庫V4の2016年8月の修正で、貸出関係のデータ保存フォルダーを変
更した時に、本来なら移動が完了しているはずの処理です。V4データをV4.1デー
タに変換するには、移動が完了している必要がある為、この処理が行われます。

既に移動が完了している場合は、このメッセージは表示されません。
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V4→V4.1データ変換プログラム起動画面（V3.2→V4.1でもほぼ同じ画面です。）

◇書庫V4データおよびシステムのバックアップ（V3.2の場合も同様の操作です。）

変換プログラムが起動すると、最初に「バックアップの確認」があります。バッ
クアップ対象は、次の2つのデータフォルダーと1つのシステムフォルダーです。

書誌データフォルダー： WSYOKODAT

業務データフォルダー： WSYOKOGYO

システムフォルダー： WS4 ※「書庫システムフォルダーもコピー」に
チェックを付けた場合

データフォルダーのバックアップは、Win書庫終了時のバックアップと内容は同
じものです。すでに最新のバックアップデータがある場合は、ここでのバックアッ
プは必要ありません。

システムフォルダーも含めてバックアップすると、バックアップ指定したドライ
ブから、書庫V4を起動することができます。従って、バックアップ先のドライブ
に、USBメモリーなどを指定してバックアップを行うと、校内のどのコンピュータ
でも、このUSBメモリーを差し込めば、このUSBメモリーから書庫V4を起動する
ことができます。
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◇個別館データの確認 ※ V3.2では、表示される個別館データが異なりますが、
操作は同様です。

データ変換を行う際、V4データの「個別館書誌データ」（例えば「書店」や「費
目」など）が不完全な場合、そのまま変換すると、変換されたV4.1データも不完
全になります。不完全となるほとんどの場合は、「個別館テキストはあるが個別館
コードがない」というものです。
例えば「費目」データで、正しくは 1：三重書店 とあるべきなのに、

三重書店 だけが登録されている・・・など。（コードデータである 1: が登
録されていない) このような状態で登録された書誌データは、「費目別の統計が集
計できない」状態になります。
このようなことを避けるため、変換前に、正しい個別館データリストを作成し、

変換時にこのリストを参照して、個別館コードが付いたデータでV4.1データを作
成します。

個別館情報リストの画面が表示されましたら、＜個別館データを検索＞ボタンを
クリックして下さい。リストされていない個別館データが見つかれば、リストに追
加されます。検索終了後、リストを家訓して、不要な個別館データがあれば削除し
て下さい。

※各個別館データリストの下にあるテキストボックスに、個別館データを入力して、
＜追加＞ボタンで追加することもできますが、コード番号が重複するといけないの
で、あまりお勧めしません。
個別館データの確認が終わりましたら、＜個別館データを保存＞ボタンをクリッ

クして保存して下さい。（保存しないと、V4.1の書誌データに記録される個別館デ
ータと、個別館データリストの情報に不整合が生じるので、必ず保存して下さ
い。）
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保存が終わりましたら、パネルを閉じて下さい。

※V3.2データの場合は、保存ボタンは表示されませんが、自動的に保存されます。

2．変換作業

◇変換実行前のデータ検査 ※V3.2の場合でも、同様に操作して下さい。

＜コンバートの
準備＞ボタンをク
リックして、V4デ
ータの検査を行い
ます。この検査に
より、変換対象の
書誌データ数や、
新着データ数、利
用者データ、貸出
データなどを検査
して、コンバート
の準備作業を行い
ます。
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◇変換を実行 ※V3.2では、画面の一部が異なりますが、同様に操作します。

準備が完了すると、Ａ欄にV4（V3.2）データの概要が表示されます。

Ａ 準備段階で検査した変換予定データリスト
① 仮登録データ（分類番号・費目・受入年月日のどれかが不明の資料）
は、できるだけ少なくして下さい。コンバートを中断して、仮登録の書
誌データを修正する場合は、＜リスト保存＞ボタンをクリックして、仮
登録資料の登録番号リストをファイル出力してご利用下さい。

② 新着資料数が500件以上ある場合は、∨ をクリックして変換して
V4.1に移行する新着データ数を500件以下に調整することを推奨します。

Ｂ 書誌データ関連のコンバート
Ｃ 貸出関係のデータコンバート
Ｄ インデックスの構築
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①仮登録と②新着資料の確認を行い、問題がなければ＜コンバートの開始＞ボタ
ンをクリックして下さい。書誌データのコンバートが終わると、Ｂ欄に「完了」が
表示され、引き続き｛蔵書管理データ再構成｝が呼び出されます。

｛蔵書管理データ再構成｝メニューが呼び出されたら、全てのチェックボックス
にチェックを付け＜再集計実行＞ボタンをクリックします。
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集計完了時の画面

集計結果の表示（青枠）の不明資料は、全て 0 が理想ですが、ここでは修正せ
ずに、＜閉じる＞をクリックして作業を先に進んで下さい。

◇貸出関係のデータ変換

貸出関係のデータ変換では、V4では「貸出統計」の変換がありますが、V3.2で
はありません。 次の画面は、V4データを変換する場合です。

書庫V4貸出統計に異常がある場合は、チェックボックス「貸出統計はコンバー
トしない」にチェックを付けてコンバートして下さい。V4の不正な統計を、
V4.1に持ち込みません。（V3.2では、貸出統計のコンバートは行いませんので、
チェックボックスはありません。）
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＜作業継続＞ボタンをクリックして、作業を継続して下さい。

※ V3.2では、＜作業継続＞のボタン位置が異なりますが、同様に＜作業継続＞
ボタンをクリックして、作業を継続して下さい。

V4データの貸出関連データのコンバートが終わりましたら、「オーバーフロウの
確認」リンクをクリックして、集計結果パネルを表示させて下さい。（次の図）

※V3.2では表示されません。

① 統計値にオーバーフロウがあれば、①の結果数値に、異常に大きな値
が表示されます。

② もし、集計にオーバーフロウが発生していると予測できたら、②の
「集計の限度値」を小さな値に設定して、再集計して下さい。

②の手順で再集計した貸出統計の値は、必ずしも正確ではありません。オーバー
フロウしている段階で、既にV4の貸出統計値に信頼性はありません。その場合は、
V4の貸出統計を、V4.1に引き継がないことを推奨します。

V4に統計値を引き継がない場合は、＜統計をリセット＞ボタンをクリックして、
集計した統計を破棄して下さい。
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最後に＜書誌インデックス作成＞①ボタンをクリックして、｛インデックス
構築｝メニューの起動を予約して下さい。

蔵書数が多いと、インデックスの作成に相当の時間がかかります。ここでは予約
せずにコンバートを終了し、後日任意のタイミングで、書庫V4.1メニューから｛イ
ンデックス構築｝を起動することもできます。

②＜ログ保存＞ボタンをクリックすると、データコンバートの経過を記録したロ
グを保存することができます。任意のファイル名を付けて、保存することを推奨し
ます。

③＜閉じる＞をクリックして、データコンバートメニューを終了して下さい。
「インデックス作成」を予約すると、｛インデックス構築｝が起動します。
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3．インデックス作成

コンバート終了後に起動される｛インデックス構築｝は、書庫V4.1メニューか
ら起動する｛インデックス構築｝と同じです。

①インデックス作成の範囲 初期値を変更する必要はありません。
ただし、⑥の開始ボタンを有効にするために、
終了番号（ア）で、エンターキーを押して下さい。

②インデックスの初期化 チェックを付けます。

③インデックスの作成項目 通常は初期設定のままで。

④終了時のシャットダウン 蔵書数が多く時間が無い場合は、シャットダウン
にチェックを付けて帰宅することができます。

⑤作業情報の表示 チェックを付けて表示を抑制すると、インデックス
作成の処理時間が短くなります。

必要な設定が終わりましたら、＜再構築開始＞ボタンをクリックして下さい。

インデックスの作成には、蔵書数に比例して相当の時間がかかります。
その間は、書庫の運用はできないので注意して下さい。


